
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会 

―
日
韓
談
話
室
― 

 
 

崔
書
勉
先
生
日
本
上
陸
五
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会 

  

日
本
で
一
番
美
し
い
五
月 

日
本
国
民
全
員
が
待
ち
望
む 

爽
や
か
で
素
敵
な
五
月 

五
十
五
年
前
の
二
十
七
日
か
ら
先
生
の
滞
日
ド
ラ
マ
が
始
ま
り
ま
し
た 

 

私
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
人
生
の
あ
る
時
期
に
崔
書
勉
先
生
と
出
会
い 

親
し
く
導
か
れ
て 

今
日
ま
で 

有
意
義
な
集
い
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た 

 

歓
び
と
心
か
ら
の
感
謝
を
抱
き
つ
つ
日
本
上
陸
の
記
念
行
事
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す 

今
日
に
続
く
［
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
・
日
韓
談
話
室
］
は 

崔
先
生
の
お
人
柄
に
寄
り 

添
っ
て
き
た
同
志
の
集
ま
る
勉
強
の
場
で
あ
り
ま
し
た 

終
焉
の
地
は
日
本
国 

さ
ぬ
き 

そ
し
て
囲
む
会
と
お
っ
し
ゃ
る
先
生
に
は
感
激
で
す 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
も
二
重
に
も
私
た
ち
が
抱
く
思
慕
の
情
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う 

さ
さ
や
か
な
祝
賀
会
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が 

精
一
杯
先
生
と
の
親
交
を
深
め
楽
し
め
る 

よ
う
に
と
計
画
し
て
お
り
ま
す 

 

当
日
は
記
念
講
演
と
し
て
橋
本
明
氏 

執
筆
中
の
［
自
叙
伝
崔
書
勉
］
よ
り 

先
生
の
一
番 

華
や
か
な
朴
正
煕
大
統
領
の
会
見 

外
交
デ
ビ
ュ
ー
の
一
連
の
お
話
を
予
定
し
て
お
り
ま
す 

ど
う
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す 

 

二
〇
一
二
年
四
月
二
六
日 

｢

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会｣ 

 
 
 
 

代
表
世
話
人 

 
堀 

 

渉 

代
表
世
話
人 

 
橋 
本 

明 

世
話
人 

 
   

寺 
田 
佳
子 

 

記 
  
 

日 

時 
 
 

二
〇
一
二
年
五
月
二
十
六
日(

土)

十
一
時
よ
り
三
時 

予
定 

受
付
開
始
十
時
半
よ
り 

 
 

場 

所 
 
 

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

電
話
〇
三
‐
三
四
五
五
‐
五
五
五
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
鉄
南
北
線
・
大
江
戸
線 

麻
布
十
番
駅
下
車
二
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 

会 

費 
 
 

一
万
五
千
円 

（ 

〝
崔
書
勉
先
生
と
私
〟 

の
小
雑
誌
込
み
） 

ご
出
欠
は
同
封
の
葉
書
に
て
五
月
十
五
日(

火)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

（
当
日
の
お
取
り
消
し
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

連
絡
先 

オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内 

寺
田
・
白
村
・
鈴
木 

 
 
 
 

電
話
〇
三
‐
三
四
〇
四
‐
一
一
八
八 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

〇
三
‐
三
四
〇
四
‐
六
三
〇
一 

 


